
朝夕の気温が下がってきました。日中は少し動くだけで汗ばむような日もみられます。一日の

気温の変化が大きく、衣服での調節が必要ですが、それに伴って上着の落し物が増えています。

持ち物に名前は書いてありますか？もう一度確認をしましょう。 

 

体 温 の ヒ ミ ツ 

 

 

体の表面と内部では温度が違います。表面は中心よりも少し低め。気温の影響を受けやすく、安定

していません。 

ふだんみなさんが測る時は、体の内部と温度が近くて測りやすい「わきの下」で測りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １日の中で変化のリズムがあります。眠っている間は低く、起きて活動する

につれて上がっていきます。夕方がピークで、夜にかけてまた少しずつ下がっ

ていきます。 

 朝の検温は、その日の一番低い体温を測ることになります。いつもよりも高

い場合は、夕方に向けて熱が高くなる可能性があります。 

 ＊朝の検温で、37.0℃以上となった場合は、再度検温をお願いします。 

 

 

 

 体温はだいたい36.5℃±0.5℃と言われています。子どもは新陳代謝が活発で、大人よりも少し高め

です。反対にお年寄りはやや低めです。 

 学校での発熱の判断は、37.5℃以上…発熱、38.0℃以上…高熱 を基本としています。 
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令和２年１１月２０日    練馬区立大泉第六小学校 保健室 

体温は測る場所によってちがう ヒミツ１ 

体温にはリズムがある ヒミツ 2 

子どもは大人より体温が高い ヒミツ 3 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯磨き剤に含まれる発泡剤が、インフルエンザウイル

ス・新型コロナウイルスの不活性化の効果がみられる

との報告があります。 

（令和２年６月１日付（独）製品評価技術基盤機構（NITE） 


